
こ
と
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
な
ど
逸
話
や
伝
説
の
多
い
五

条
天
神
の
真ま

南
が
、
桂
宮
（
孚ふ

子し

内な
い

親し
ん

王の
う

の
御
所
）
で

あ
る
。
ま
た
そ
の
真
南
に
、
二
町
の
亭
子
院
（
宇
多
上

皇
の
御
所
）
が
あ
り
、
そ
の
西
に
は
、
十
二
町
の
東
市

が
広
が
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
西
に
は
、
朱
雀
大
路
（
今

の
千
本
通
）
を
は
さ
ん
で
、
二
町
ず
つ
の
東
西
の
鴻
臚

館
が
存
在
し
た
（
桐
壺
）。
さ
ら
に
そ
の
西
に
東
市
と

同
じ
く
、
西
大
路
七
条
辺
に
は
十
二
町
の
西
市
が
あ
っ

た
。
そ
の
西
市
の
南
南
東
、
Ｊ
Ｒ
の
線
路
の
南
に
西
寺

が
あ
り
、
今
は
碑
が
一
基
立
つ
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
東
寺
は
、
弘
法
大
師
（
空
海
）
ゆ
か
り
の
寺
と

し
て
、
今
に
繁
栄
し
て
い
る
。
そ
の
東
に
玉
鬘
九
条
宿

が
あ
る
（
玉
鬘
）。
そ
の
東
南
東
に
九
条
殿
（
藤
原
師

輔
邸
）
が
あ
り
、
こ
の
流
れ
が
九
条

0

0

兼
実
、
良
経
な
ど

九
条
家
と
し
て
歴
史
に
登
場
し
て
く
る
。
以
上
で
京
内

の
旅
を
終
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

で
は
再
び
京
外
・
洛
外
へ
出
よ
う
。
旧
五
条
（
今
の

松
原
）
通
の
、
京
都
の
北
西
の
ア
タ
ゴ
で
は
な
く
、
オ

タ
ギ
と
よ
む
東
山
の
愛
宕
寺
（
珍
皇
寺
の
西
）
へ
ま
ず

行
く
。
こ
こ
は
、
桐
壺
の
更
衣
の
葬
送
が
行
わ
れ
た
寺

で
あ
り
、
後
に
、
女
三
宮
に
密
通
し
た
柏
木
の
葬
儀
所

と
も
な
っ
た
（
柏
木
）。
そ
の
は
る
か
東
に
逢
坂
関
が

あ
り
、
百
人
一
首
の
十
「
こ
れ
や
こ
の
行
く
も
帰
る
も

別
れ
て
は
知
る
も
知
ら
ぬ
も
逢
坂
の
関
」（
蟬
丸
）
と
、

歌
に
も
よ
く
出
て
く
る
が
、
源
氏
物
語
で
は
、
第
十
六

巻
「
関
屋
」
の
舞
台
で
も
あ
る
。
ま
た
西
へ
戻
っ
て
、

先
程
の
愛
宕
寺
の
真
南
が
鳥と

り

戸べ

野の

で
あ
り
、
豊
国
廟
の

真
南
に
当
た
り
、
阿
弥
陀
ヶ
峰
（
鳥
辺
山
）
山
麓
一
帯

「
塩
竈
に
い
つ
か
来
に
け
む
朝
な
ぎ
に
釣
す
る
舟
は
こ

こ
に
寄
ら
な
む
」（
伊
勢
物
語
、
第
八
十
一
段
）
の
歌

が
あ
る
。
こ
れ
が
光
源
氏
の
六
条
院
の
モ
デ
ル
で
あ
る

（
少
女
、
宿
木
、
匂
宮
、
総
角
、
蜻
蛉
）。
同
地
は
ま
た

六
条
御
息
所
邸
で
も
あ
っ
た
（
夕
顔
、
若
紫
、
澪
標
、

少
女
）。
そ
の
西
に
時
康
親
王
（
即
位
前
の
光
孝
天
皇
）

の
御
所
で
あ
っ
た
釣
殿
院
が
あ
り
、
中
六
条
院
（
宇
多

上
皇
の
御
所
）、
南
院
（
淳
和
天
皇
の
御
領
・
御
殿
）

と
並
ぶ
。
南
院
の
北
西
が
池
亭
（
方
丈
記
に
影
響
を
及

ぼ
し
た
池
亭
記
で
有
名
な
慶
滋
保
胤
の
邸
）
で
あ
り
、

そ
の
北
西
に
千
種
殿
（
具
平
親
王
の
御
所
、
長
女
隆
姫

は
頼
通
を
婿
に
迎
え
た
）、
五
条
天
神
と
続
く
。
牛
若

丸
と
弁
慶
が
は
じ
め
て
当
社
の
境
内
で
出
会
っ
た
こ
と

（
義
経
記
）
や
、
醍
醐
天
皇
の
御
代
に
当
社
の
近
く
の

柿
の
木
に
仏
が
現
れ
る
と
言
っ
て
、
庶
民
が
群
集
し
た

　

前
回
の
「
車
で
巡
る  

源
氏
物
語
、
京
の
旅
⑵
」

（
つ
れ
づ
れ
38
号
掲
載
）
で
は
、
洛
中
・
市
内
の
小
野

篁
邸
ま
で
確
認
し
た
。
今
回
は
残
り
を
見
て
い
こ
う
。

前
回
と
同
様
に
傍
線
を
付
し
た
語
は
、
源
氏
物
語
に
関

連
す
る
建
物
、
施
設
、
社
寺
、
仏
閣
な
ど
を
示
す
。

　

阪
急
西
院
駅
近
く
に
、
淳
和
院
跡
が
あ
る
。
そ
の
東

に
、
六
町
の
西
宮
が
あ
り
、
こ
れ
は
源
高
明
の
居
宅
で

あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
東
八
町
が
朱
雀
院
で
、
平
安
京
内

最
大
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
源
氏
物
語
で
は
、
朱
雀
帝
の

譲
位
後
の
御
所
に
比
定
さ
れ
る
（
若
紫
、
紅
葉
賀
、
少

女
、
初
音
、
真
木
柱
）。

　

千
本
三
条
南
南
西
の
こ
の
朱
雀
院
か
ら
、
四
条
西
洞

院
南
東
の
四
条
宮
（
当
代
随
一
の
才
人
、
藤
原
公
任
が

伝
領
し
た
居
宅
）、
そ
の
南
の
紅
梅
殿
（
菅
原
道
真
の

邸
宅
、「
こ
ち
吹
か
ば
に
ほ
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
あ
る

じ
な
し
と
て
春
を
忘
る
な
」（
大
鏡
）
の
歌
が
思
い
出

さ
れ
る
。）、
ま
た
南
の
白
梅
殿
（
道
真
の
生
誕
地
と
伝

承
）
と
続
き
、
そ
の
東
南
東
に
、
説
話
で
お
な
じ
み
の

因
幡
堂
、
今
の
因
幡
薬
師
の
地
が
あ
る
。
そ
の
南
が
夕

顔
の
宿
で
あ
る
（
夕
顔
）。
東
近
く
に
現
在
「
夕
顔
之

墳
」
や
「
朝
顔
の
墓
」
も
あ
り
、
四
条
東
洞
院
南
東
に

は
、
東
五
条
院
（
順
子
の
御
所
）
も
あ
っ
た
。
河
原
町

松
原
の
南
西
に
崇
親
院
が
あ
り
、
こ
こ
は
、
某

な
に
が
し
の

院い
ん

に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。
光
源
氏
が
夕
顔
を
連
れ
出
し
た

廃
院
で
あ
る
（
夕
顔
）。
言
う
ま
で
も
な
く
他
説
も
あ

る
。
そ
の
南
、
今
の
河
原
町
五
条
南
西
付
近
が
、
四
町

の
河
原
院
で
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
い
源
融
の
邸
宅
で

あ
り
、
塩
竈
の
浦
を
模
し
た
園
池
で
有
名
で
あ
っ
た
。

源氏物語、京の旅⑶
前　兵庫県立川西北陵高等学校
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車で巡る
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付
記

　

な
お
参
考
と
し
て
、
源
氏
物
語
に
お
け
る
年
齢
差
を

記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
光
源
氏

よ
り
年
上
の
女
性
、
例
え
ば
、
最
愛
の
藤
壺
と
、
添
い

臥
し
の
姉
さ
ん
女
房
の
葵
上
と
は
一
歳
し
か
違
わ
な
い

と
か
、
源
氏
と
女
三
宮
と
は
親
子
以
上
の
年
の
差
で
あ

り
、
い
か
に
も
不
つ
り
あ
い
の
夫
婦
の
仲
で
あ
る
と
か
、

さ
ら
に
明
石
の
姫
君
は
源
氏
二
十
八
歳
の
と
き
の
女む

す
め

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
分
か
る
。
な
お
頭
中
将
は
、
葵
上

の
兄
で
あ
る
の
で
、
し
か
と
は
分
か
ら
ぬ
が
、
源
氏
よ

り
六
、
七
歳
年
上
で
あ
ろ
う
。

　

源
氏
よ
り
年
上
、
七
歳
・
六
条
御
息
所
（
は
る
か
源

氏
よ
り
年
上
）、
五
歳
・
藤
壺
、
四
歳
・
葵
上
、
三

歳
・
朱
雀
院
（
異
母
兄
）、
二
歳
・
夕
顔
（
年
上
で
あ

っ
た
の
だ
）。
源
氏
よ
り
年
下
、
二
歳
・
鬚
黒
北
の
方

（
こ
れ
も
夫
よ
り
年
上
）、
五
歳
・
鬚
黒
、
八
歳
・
紫
上
、

九
歳
・
明
石
の
君
、
秋
好
中
宮
（
前
斎
宮
・
斎
宮
女

御
）、
十
四
歳
・
玉
鬘
、
十
六
歳
・
柏
木
、
十
七
歳
・

弘
徽
殿
女
御
（
有
名
な
女
御

0

0

と
は
異
な
る
女
性
）、
十

八
歳
・
冷
泉
帝
、
十
九
歳
・
雲
居
雁
、
二
十
一
歳
・
夕

霧
（
こ
の
二
人
も
女
性
が
年
上
）、
二
十
四
歳
・
真
木

柱
、
二
十
六
歳
・
女
三
宮
、
東
宮
、
二
十
八
歳
・
明
石

姫
君
で
あ
る
。
ち
な
み
に
宇
治
十
帖
の
薫
と
源
氏
の
年

齢
差
は
四
十
七
歳
、
お
爺
さ
ん
の
子
と
言
わ
ね
ば
な
る

ま
い
。
薫
に
比
べ
て
、
大
君
は
二
歳
、
匂
宮
は
一
歳
年

上
、
中
君
は
同
年
、
浮
舟
は
五
歳
年
下
で
あ
る
。

で
も
あ
る
。
扇
の
芝
に
お
い
て
、
軍
扇
を
敷
い
て
辞
世

の
歌
を
歌
っ
た
さ
ま
が
想
起
さ
れ
る
。
さ
ら
に
宇
治
に

は
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

―
近
く
に
与
謝
野
晶
子

の
歌
碑
も
あ
る

―
や
宇
治
十
帖
の
古
蹟
も
存
在
す
る
。

宇
治
は
嵐
山
同
様
、
山
か
ら
流
れ
出
る
川
が
平
野
に
ひ

ら
け
た
所
で
あ
り
、
史
跡
が
散
在
し
て
い
る
。
そ
の
宇

治
川
が
、
桂
川
、
木
津
川
と
合
流
し
て
淀
川
と
な
る
あ

た
り
が
、
宇
治
の
ほ
ぼ
真
西
に
存
在
す
る
石
清
水
八
幡

宮
で
あ
り
、
男
山
（
対
岸
の
天
王
山
の
女
山
に
対
す

る
）
の
頂
上
に
鎮
座
し
、
眺
望
が
よ
く
、
地
図
を
見
て

も
分
か
る
よ
う
に
、
天
王
山
同
様
、
戦
略
上
の
要
衝
・

拠
点
で
あ
り
、
太
平
記
に
も
登
場
す
る
。
ま
た
新
古
今

歌
人
の
小
侍
従
ゆ
か
り
の
神
社
で
も
あ
る
。
向
か
い
の

天
王
山
は
、
淀
川
の
西
、
西
国
や
高
槻
あ
た
り
よ
り
、

ま
た
男
山
は
、
淀
川
の
南
東
部
の
枚
方
あ
た
り
よ
り
攻

め
上
っ
て
く
る
軍
勢
を
、
京
よ
り
む
か
え
う
つ
の
に
、

絶
好
の
地
点
と
言
え
よ
う
。
源
氏
物
語
で
は
、
上
洛
し

た
玉
鬘
が
石
清
水
を
参
拝
し
て
い
る
（
玉
鬘
）。

　

以
上
、
駆
け
足
で
は
あ
っ
た
が
、
大
原
野
神
社

0

0

か
ら

始
ま
っ
た
長
旅
も
、
石
清
水
八
幡
宮0

で
お
札
を
お
さ
め

る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

 

（
お
わ
り
）

で
あ
る
（
葵
）。
現
在
泉
涌
寺
近
く
に
、
枕
草
子
に
頻

出
す
る
一
条
天
皇
皇
后
定
子
の
陵
が
あ
る
。
そ
し
て
少

し
南
へ
下
る
と
、
そ
こ
は
法
性
寺
で
あ
り
、
今
の
東
福

寺
の
地
に
相
当
し
、
国
宝
の
東
福
寺
の
三
門
が
偉
容
を

誇
っ
て
い
る
（
東
屋
）。
さ
ら
に
大
和
大
路
を
南
へ
下

る
と
、
そ
こ
は
極
楽
寺
で
あ
り
、「
藤
裏
葉
」
に
、
内

大
臣
（
も
と
の
頭
中
将
）
が
母
の
忌
日
に
参
詣
し
た
と

の
記
述
が
あ
る
。
今
の
宝
塔
寺
・
瑞
光
寺
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
う
し
て
今
の
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
・
京
阪
電
鉄
沿
線
付

近
で
は
な
く
、
大
亀
谷
（
狼
谷
の
音
の
変
化
に
よ
る
）

南
の
山
中
を
通
っ
て
、
薫
や
匂
宮
と
い
っ
た
貴
公
子
は
、

宇
治
へ
向
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
木
幡
に
は
藤
原
氏
ゆ

か
り
の
浄
妙
寺
も
あ
り
、
こ
の
地
は
藤
原
氏
の
塋え

い

域い
き

（
墓
地
）
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
こ
を
南
へ
進
む
と
、
宇

治
十
帖
の
世
界
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
宇
治
山
寺
へ
行
こ
う
。
八
宮
を
訪
ね
る

「
聖ひ

じ
り

だ
ち
た
る
阿あ

闍ざ

梨り

」
の
い
る
宇
治
山
の
寺
で
あ
り
、

今
の
三
室
戸
寺
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
橋
姫
）。
そ
の

南
の
宇
治
八
宮
山
荘
は
、
平
等
院
の
対
岸
で
あ
り
、
宇

治
神
社
・
宇
治
上
神
社
の
あ
た
り
と
思
わ
れ
る
。
な
お

宇
治
上
神
社
の
拝
殿
と
本
殿
は
共
に
国
宝
で
あ
り
、
そ

の
拝
殿
は
寝
殿
造
風
の
住
宅
建
築
で
、
平
安
時
代
を
し

の
ば
せ
て
く
れ
る
（
椎
本
）。
そ
の
対
岸
の
、
宇
治
川

に
か
か
る
橋
を
渡
っ
た
所
が
平
等
院
で
あ
り
、
こ
こ
は

源
氏
宇
治
別
荘
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
今
目
に
す
る
平

等
院
は
国
宝
の
宝
庫
で
あ
り
、
平
安
貴
族
の
源
氏
物
語

的
世
界
を
眼
前
に
展
開
さ
せ
て
く
れ
る
（
椎
本
）。
ま

た
源
三
位
頼
政
が
こ
こ
で
戦
死
し
た
平
家

0

0

物
語
的
世
界
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